
　豊川閣妙厳寺は、およそ 570 年前の嘉吉元（1441）年、参州豊川円福の地に創建されたと伝え
られる曹洞宗のお寺です。法堂（本堂）には、この寺の本尊千手観世音菩薩を祭り、本殿には鎮守・
護法の善神である「豊川荼
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（豊川稲荷）」を祭っているため、「豊川稲荷」と呼ばれています。
　妙厳寺を参拝するにあたり、総門から鐘楼を右手に見ながら、法堂、本殿へと進む際にくぐるの
が山門です。現在境内にある建物は、豊川稲荷信仰の隆盛を背景に、江戸時代末期から戦前ごろに
かけて建立されたものが多いのですが、山門は、
それより以前の天文 5（1536）年に今川義元が
寄進したと伝えられ、現存する妙厳寺の建物の中
では最も古いといわれています。唯一、本瓦ぶき
造りの屋根の形をしており、寛政 5（1792）年
に修理され、更に昭和 29（1954）年にも大修理
が行われました。昨年 11 月には、瓦のふき替え
と耐震補強をしています。
　また、この山門の左右にある阿
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の仁王像は、
昭和 41（1966）年に信者の方から寄進されたも
のです。

豊川閣妙厳寺の山門

※財源確保のため有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合せは直接広告主へ。　　　　　　　　　　　　　　

広　告

あたたかな介護・安心できる生活

　れんげそう　あおいの里

☎（0533）72-2778

●グループホーム ●小規模多機能ホーム

お気軽にご相談ください

●デイサービス
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